
in山口

山口県立大学６号館Ｆ
山口市桜畠6丁目2-1（北キャンパス）

平成30年5月13日（日）
午前10時～午後4時

山口県、山口市、山口県教育委員会、山口市教育委員会、山口県社会福祉協議会
山口市社会福祉協議会 山口県社会福祉士会

【お問い合わせ】こども明日花プロジェクト ☎ 070-7562-1187（担当：福田・山根）

やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成事業（申請予定）助成

後援

場所

日時

参加無料

「広がれ、こども食堂の輪！全国ツアー in 山口」実行委員会
＜事務局＞NPO法人山口せわやきネットワーク こども明日花プロジェクト

〒753-0054 山口市富田原町4-45 なのはなハウス

主催

山口県立大学、ＮＰＯ法人フードバンク山口共催

株式会社 丸久協賛

現在、こども食堂は、全国で2,200カ所を超え、食事提供だけでなく、
子どもたちの居場所としての役割も果たしています。こども食堂の
理念やあり方について、講演会や分科会などを通してみんなで考え
ていきましょう。

自宅や職場で余っている食
品で賞味期限が１ヶ月以上
あり、常温での保存が可能
なものをお持ち寄りくださ
い。こども食堂や食べ物を
必要としている施設や団体
等にお届けします。

フードドライブを
実施します

午前 基調講演
（10時～12時20分）

・こども食堂が地域の居場所
になるためには

法政大学教授 湯浅 誠 氏

・子どもの貧困と
フードバンク活動
認定NPO法人 フードバンク山梨

理事長 米山 けい子 氏

午後 分科会（3か所）

（13時～16時）

＜分科会テーマ＞

・こども食堂を増やすには
岩国市社協由宇支部長

粟屋 浩 氏

・フードバンクとの連携
山口県立大学看護栄養学部准教授

今村 主税 氏

・子どもの居場所づくり
山口県立大学社会福祉学部准教授

横山 順一 氏



子どもの貧困対策推進議員連盟 内閣府 厚生労働省 文部科学省 農林水産省
社会福祉法人全国社会福祉協議会 全国民生委員児童委員連合会
一般社団法人共同通信社

「広がれ、こども食堂の輪！」全国ツアー実行委員会 http://kodomoshokudo-tour.jp/

〈事務局〉〒158-0098 東京都世田谷区上用賀6-19-21 一般社団法人全国食支援活動協力会内
☎03-5426-2547(祝日を除く月～金曜日 9時～17時) E-mail：kodomoshokudo.tour@gmail.com

中央共同募金会「赤い羽根福祉基金」助成

後援

こども食堂が地域の居場所になるためには

社会活動家/法政大学教授 湯浅 誠 氏

1969年東京都生まれ。東京大学法学部卒。1995年より
ホームレス支援、生活困窮者支援に携わる。2009年から足
掛け3年間内閣府参与に就任。内閣官房社会的包摂推進室長、
震災ボランティア連携室長などを歴任。
現在、法政大学現代福祉学部教授の他、ラジオコメンテー

ター、朝日新聞パブリックエディター、日本弁護士連合会市
民会議委員。講演内容は貧困問題にとどまらず、地域活性化
や男女共同参画、人権問題などに渡る。

in山口 参加申込方法

お申し込みは左のＱＲコードをご利用ください。

※ご利用が難しい方はEメール sanka.asuhana@gmail.com 
または電話 ０７０－７５６２－１１８７ にて承ります。

お名前、所属・団体名、住所、電話番号、Eメール、
分科会の希望、お弁当注文の有無（500円）

をご連絡ください。

※この申込を通じて取得した個人情報は、本全国ツアーの運営に関する用務以外の目的には

使用いたしません。

子どもの貧困とフードバンク活動

認定ＮＰＯ法人フードバンク山梨
理事長 米山 けい子 氏

認定NPO法人フードバンク山梨理事長／全国フードバンク推
進協議会代表。生活協同組合パルシステム山梨理事長を退任
後、2008年10月に「フードバンク山梨」を設立。2010年
から行政との協働で「食のセーフティネット事業」を展開。
2015年11月に全国フードバンク推進協議会を設立、日本国
内におけるフードバンク活動の定着と発展を目指し活動に取
り組んでいる。

３つの分科会 テーマとコーディネーター

第一 こども食堂：今後、こども食堂を増やしていくためには

岩国市社会福祉協議会由宇支部長 粟屋 浩 氏
平成29年7月、市社協が中心となって、地域の関係者と協力して、地域の誰もが利用できる「こども食堂」を開設。

第二 フードバンクとの連携：こども食堂などへの食料提供などの仕組みづくり

山口県立大学看護栄養学部准教授 今村 主税 氏
平成29年7月ＮＰＯ法人フードバンク山口を設立。山口県内を活動範囲とし、個人や企業などからの提供された

食品などを必要とする家庭や施設等へ提供。

第三 子どもの居場所づくり：地域で子どもたちの支えとなる居場所とは

山口県立大学社会福祉学部准教授 横山 順一 氏
北九州市役所で生活保護ケースワーカーを経験後、山梨学院大学を経て、現在は山口県立大で要支援家庭の

生活支援など研究。山口県子どもの貧困・ひとり親家庭等対策推進協議会会長。

基調講演講師


